
枚方市
ひらかたし

の現 状
げんじょう

と課題
かだい

 ＊骨子
こっし

案
あん

 第２章
だい しょう

  現 状
げんじょう

と課題
かだい

を踏まえた
ふ ま え た

取組
とりくみ

案
あん

 ＊骨子
こ っ し

案
あん

 第４章
だい しょう

 

・福祉
ふくし

団 体
だんたい

等
とう

は、金 銭
きんせん

管理
かんり

や諸手続き
しょてつづ 

について、将 来
しょうらい

の不安
ふあん

ごとと捉えて
とら   

いる。 

・支援者
しえんしゃ

団 体
だんたい

等
とう

は、ニーズ
に ー ず

が増加
ぞうか

傾 向
けいこう

にあると感じて
かん   

いる。 

＊第３節
だい せつ

（２）ニーズ
に ー ず

について 

 枚方市
ひらかたし

成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

促 進
そくしん

基本
きほん

計 画
けいかく

を 策 定
さくてい

し、権利
けんり

擁護
ようご

支援
えん

が必 要
ひつよう

な人
ひと

に届く
とど 

ように、以下
い か

の取り組み
と  く  

を進める
すす   

。 

・福祉
ふくし

団 体
だんたい

等
とう

において、制度
せいど

の認知度
にんちど

・関 心
かんしん

は高く
たか 

ない。 

・いっそうの周 知
しゅうち

・広 報
こうほう

活 動
かつどう

、 行 政
ぎょうせい

職 員
しょくいん

・施設
しせつ

職 員
しょくいん

等
とう

に対する
たい   

研 修
けんしゅう

が求められて
もと      

いる。 

＊第３節
だい せつ

（３）認知度
にんちど

や支援者
しえんしゃ

の知識
ちしき

経 験
けいけん

について 

 ○広 報
こうほう

・啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

の強 化
きょうか

 

・多様
たよう

な広 報
こうほう

ツール
つ ー る

を活 用
かつよう

した広 報
こうほう

・啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

の展 開
てんかい

 

・支援
しえん

関 係 者
かんけいしゃ

（ 行 政
ぎょうせい

職 員
しょくいん

や関 係
かんけい

団 体
だんたい

職 員
しょくいん

等
とう

）を

対 象
たいしょう

とした 研 修
けんしゅう

等
とう

の実施
じっし

 

＊第１節
だい せつ

 制度
せいど

の理解
りかい

促 進
そくしん

に向けて
む   

・相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

や相 談
そうだん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

、手続き
てつづ  

の負担
ふたん

軽 減
けいげん

が求める
もと   

声
こえ

が非 常
ひじょう

に多い
おお 

。 

・多く
おお 

の支援者
しえんしゃ

団 体
だんたい

等
とう

が他
た

の関 係
かんけい

機関
きかん

との連 携
れんけい

強 化
きょうか

の必 要 性
ひつようせい

を感じて
かん   

いる。 

＊第３節
だい せつ

（４）相 談
そうだん

・支援
しえん

体 制
たいせい

について 

 ○相 談
そうだん

体 制
たいせい

・支援
しえん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

 

・相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

の明確化
めいかくか

 

＝成 年
せいねん

後 見
こうけん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

（ 中 核
ちゅうかく

機関
きかん

）の設置
せっち

 

・関 係
かんけい

団 体 間
だんたいかん

のネットワーク
ね っ と わ ー く

の構 築
こうちく

及 び
およ  

連 携
れんけい

強 化
きょうか

 

= 協
きょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

、チーム
ち ー む

による本 人
ほんにん

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

 

＊第２節
だい せつ

 地域
ちいき

連 携
れんけい

ネットワーク
ね っ と わ ー く

構 築
こうちく

と 

中 核
ちゅうかく

機関
きかん

の設置
せっち

に向けて
む   

 

・自由
じゆう

記 述
きじゅつ

において、費用
ひよう

負担
ふたん

が大きい
おお   

ことを訴える
うった  

内 容
ないよう

が非 常
ひじょう

に多い
おお 

。 

・費用
ひよう

の助 成
じょせい

制度
せいど

の 充 実
じゅうじつ

が求められて
もと     

いる。 

・後 見
こうけん

活 動
かつどう

に応じた
おう   

報 酬
ほうしゅう

を受け取れない
う  と    

ケース
け ー す

がある。 

＊第３節
だい せつ

（５）成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

利用者
りようしゃ

の助 成
じょせい

状 況
じょうきょう

 

 
○助 成

じょせい

制度
せいど

のあり方
  かた

の検 討
けんとう

 

・ 申 立
もうしたて

費用
ひよう

の助 成
じょせい

及び
およ 

後 見 人
こうけんにん

への 報 酬
ほうしゅう

助 成
じょせい

の 拡 充
かくじゅう

について検 討
けんとう

を行 う
おこな 

。 

＊第３節
だい せつ

 助 成
じょせい

制度
せいど

の 拡 充
かくじゅう

に向けた
む   

検 討
けんとう

 

・成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

のニーズ
に ー ず

が増加
ぞうか

傾 向
けいこう

にあること等
とう

から、後 見 人
こうけんにん

の担い手
にな  て

不足
ぶそく

が懸念
けねん

されるため、 将 来
しょうらい

を見据えた
み す   

担い手
にな  て

の確保
かくほ

が必 要
ひつよう

。 

・市民
しみん

後 見 人
こうけんにん

についての理解
りかい

促 進
そくしん

、立場
たちば

・待 遇
たいぐう

保 障
ほしょう

が望む
のぞ 

声
こえ

がある。 

＊第３節
だい せつ

（６）成 年
せいねん

後 見 人
こうけんにん

等
とう

の担い手
にな  て

 

 

○市民
しみん

後 見 人
こうけんにん

の養 成
ようせい

・育 成
いくせい

 

・ 成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

の新た
あら 

な担い手
にな  て

として、市民
しみん

後 見 人
こうけんにん

を

養 成
ようせい

・育 成
いくせい

 

○親 族
しんぞく

後 見 人
こうけんにん

・法 人
ほうじん

後 見
こうけん

への支援
しえん

 

＊第４節
だい せつ

 制度
せいど

の担い手
にな  て

の確保
かくほ

に向けて
む   

 

資料
しりょう

１１ 



 


